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群馬県の県庁所在地である前橋市は東京からおよそ100ｋｍの距離に位置する中核市
人口は2000年をピークに人口減少局面へと転換している

前橋市の紹介



・人口・人材の減少

・空き家・遊休不動産の増加

・商業活動の停滞

・来街目的の喪失

前橋市の課題

中心市街地の
空洞化・賑わい喪失



・官民がまちの将来像を議論し、可視化・共有化を図る

・より多くの地域住民や民間事業者を巻き込む

・民間主体の取組みを推進

「前橋市アーバンデザイン」 の策定

まちづくりの理念を官民で共有

前橋市アーバンデザイン
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官・民で協働

中心市街地の将来ビジョン
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実効性の伴う計画づくり
新たな民間プレーヤーとなり得る

熱意と実行力のあるキーマンを

選出し２００人以上の参加による

ワークショップ等での意見を反映

前橋市アーバンデザイン



前橋市アーバンデザイン
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2019年9月策定



馬場川

馬場川通りイメージ

延長約２００ｍ
道路・水路・遊歩道公園

公共空間を民間資金で民間団体により再整備し、
その後の「まちづかい」・「エリアマネジメント」を実践

馬場川通りアーバンデザインプロジェクト



まちづくり人材による
「馬場川通りプロジェクト準備委員会」の発足

馬場川通りアーバンデザインプロジェクト



・民間団体からの寄付金で公共空間を整備

・地域住民や若い世代が参画する準備委員会が発足

・民間がプロジェクトの構想・計画・管理・活用を自分事とし
て捉えている

こうした民間主体の取組みを
より推進させていくための方法は？

SIB導入の契機



・民間ならではの創意工夫やノウハウを活かせる

・事前に資金調達ができる

・定量化した目標があることにより、まちづくり活動の
担い手としての成長機会となる

S I B（ソーシャル・インパクト・ボンド）

SIB導入の契機
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SIB導入



地域まちづくり勉強会や公共空間の利活用に関する社会実験など
により、地域コミュニティの再生及びエリア価値の向上に資する取
組みを支援し、賑わいのある中心市街地の実現を図る

令和３年９月１６日～令和６年７月３１日

一般社団法人 前橋デザインコミッション（都市再生推進法人）

目的

受託者

委託期間

SIBによる前橋市アーバンデザイン推進業務

業務名

SIBによるアーバンデザイン推進業務



１３１０万円

1,310万円 1,310万円
(上限）740万円

※必須条件支払い
地域まちづくり勉強会の開催費用、屋外空間の利活用による社会実験の実施費用

R3 社会実験
410万円

必須条件支払い

報酬額

内訳 固定支払額 ７４０万円： まちづくり勉強会・社会実験の実施

成果連動支払額 ５７０万円 :   成果指標の目標達成度に応じたもの

SIBによる前橋市アーバンデザイン推進業務

(



ロジックモデルによる中間アウトカムの 「歩行者通行量」 を設定
成果指標

SIBによる前橋市アーバンデザイン推進業務



測定箇所・方法

前橋市役所

JR前橋駅

馬場川通り

SIBによる前橋市アーバンデザイン推進業務

以前から設置されていた



相関図

SIBによる前橋市アーバンデザイン推進業務
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成果連動
支払分

必須条件
支払分

成果連動評価結果

740万円

1,310万円

1,120万円

930万円

馬場川通りにおける歩行者通行量
（発注前：４６，４５６人/月）

Ａ：５０，４３２人以上
Ｂ：４７，９１０人以上
Ｃ：４５，３８８人以上
Ｄ：４５，３８７人以下

※目標値の設定
標準的な推計値をベースライン（Ｃ）とし、
中心市街地活性化基本計画の目標値を上限値（Ａ）として、
中間値（Ｂ）、標準以下（Ｄ）を設定

結果・達成状況

測定結果
（令和６年６月測定値）

５１ , ０３９人 = A評価

SIBによる前橋市アーバンデザイン推進業務



目標達成の要因

・事業者と行政が、業務実施の意義を共有できていた

・事業者が、PDCAサイクルを回しながら柔軟に事業をアレンジして取
り組むことができた

振り返り

アーバンデザイン実現へ向けた動きの中で、
SIB導入という新たな取組みでの目標達成

民間主体のまちづくりの実践を見据え、
今後の活動推進の大きな契機となった
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